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東
晋
の

文
人
孫

綽
（
＝

二

四
？
〜

三
七
一

？
）

の

本
伝
は
『

晋
書
』

巻
五

六
に

あ

り
、

そ
の

訳
注
は

す

で

に
「

兵

庫

教
育
大
学
研
究

紀
要
』

第
五
巻
（

昭
和
六

〇
年
八

月

三
一

日
）

に

発
表
し

た
。

小

稿
は

孫
綽

の

本
伝
を
補
い

、

孫
綽
の

文
学
を
究
明

す
る
た

め

の

基
礎

作
業
を
な

す
も
の

で

あ
る

。

　
小

稿
は

「

魏
志
』

　
『

晋
書
』

　
『

世
説
新
語
』

お

よ

びh ．
汢

に

引
く

諸

書
を

資
料
と

し
、

1
孫
綽
の

家
系
、

H
孫

綽
の

交
遊

、

皿

孫

綽
の

評

価
を

追

う
こ

と
に

す
る

。

　
1
　
孫
綽
の

家
系

　
孫

綽
の

家
系
を
図
に

す

る

と

下
記
の

よ
う
に

な
り

、

伝

記
を
引
用

す

る
。

後
に

各
入
の

 

　
　

　

　
一
聖

孫
資

　
　
宏

→ 　

　

　
　

　

　

ぼ

ゴ
皿

∴響
黙

∴
閥
恒

王
述

−
王

処

之

74 一



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

 

孫
資

　
ω

　
資
、

字

は

彦

竜．、

幼

く

し

て

岐
嶽
く
、

三

歳
に

し

て

二

親
を

　
　

喪
ひ
、

兄

嫂
に

長
ぜ

ら

る
。

業
を
太

学
に

講
じ
、

博
く

伝
記
を

　
　

覧
る

。

同

郷
の

王

允
は
一

た

び

見

て

之
を
奇
と

す
。

太
祖
（

曹

　
　

操
）

の

司

空

為
り

し

と

き
、

又
た

資
を

辟
す

も
、

兄
の

郷
人
の

　
　

害
す

る

所

と

為
る
に

会
ひ
、

資
は

手
ら

刃

も
て

讎
に

報
い

ん
と

　
　
し
、

家
属

を

将
ゐ

て

地

を
河
東
に

避
く

。

故
に

命
に

応

ぜ

ず
。

　
　

尋
で

復
た

本
郡
の

命
ず
る

所
と

為
る

も
、

疾
を
以
っ

て

辞
す

。

　
　

友
人
の

河

東
の

賈
逵
は

資
に

謂
ひ

て

曰
は

く
、

足
下
は

逸

羣
の

　
　

才
を
抱
き
、

旧

邦
の

傾

覆
に

随
ふ

。

主
将
は

殷
勤
し
、

千
里
に

　
　

頸
を
延
き
、

宜
し

く

古

賢
桑
梓
の

義
を
崇
ぷ
べ

し．、

而

る

に

久

　
　
し

く

盤

桓
し

て
、

君

命
を
拒

違
す

。

斯
れ

猶
ほ

和
の

璧
を
秦
王

　
　
の

庭
に

曜
か

し

て
、

塞
ぐ
に

連
城
の

価
を
以
っ

て

す
る

が

ご

と

　
　

き

耳
。

窃
か

に

足

下
の

為
に

取

ら

ざ
る

な
り

と
。

資
は

其
の

言

　
　
に

感
じ
、

遂
に

往
き
て

之
に

応
ず

。

功
曹
を
署
す
る

に

到
り

、

　
　

計
吏
に

挙

げ
ら
る

。

尚

書
令
の

苟
或
は

資
を

見
て

嘆
じ
て

曰
は

　
　

く
、

北
州
の

喪
乱

を
承
く

る
こ

と

已
に

久

し

く
、

其
の

賢
智
は

　
　

零
落
せ

り

と

謂
ふ

も
、

A
，

日

乃
ち

復
た

孫

計
君
を
見

る

や

と一、

　
　

表
し

留
め

て

以
っ

て

尚

書
郎
と

為
さ

ん
と

す

る

も
、

辞

す

る

に

　
　

家
難
を
以
っ

て
し
、

河
東
に

還
る

を
得
た

り
。

　〔

『

魏
志
』

巻

　
　
一

四
劉
放
伝
注
所
引
『

資
別
伝
』

）

　
嚠

　
魏
国
の

既

に

建
つ

や

（

二

二

〇
〉 、

太
原
の

孫
資
と

倶
に

秘
書

　
　

郎
と

為
る

。

是
れ

よ

り

先
、

資
も
亦
た

県
令

を
歴
、

参
丞

相
軍

事
た

り
。

文
帝
即
位

（

二

二

〇
）

し
、

放
・

資

は

転
じ

て

左
右

丞
と

為
る

。

…
…
黄
初
の

初

め

（

二

二

〇）
、

秘

書
を
改
め

て

中

書
と

為
し
、

放
を
以
っ

て

監

と

為
し

、

資
を

令
と

為
し

、

各
≧

給
事
中
を
加
へ

ら
る

。

放

は

爵

を
関
内
侯
に

賜

ひ
、

資
は

関
中

侯
と

為
り
、

遂
に

機
密
を
掌
る

。

三

年
（

二

二

二
）

、

放

は

爵

を

魏
寿
亭
侯
に

進
め

ら

れ
、

資

は

関
内
侯
た

り
。

明

帝
即

位
（

二

二

七
）

し
、

尤

も
寵
任

せ

ら

れ
、

同
に

散
騎
常
侍
を

加
へ

ら

る
。

放
を
爵
西
郷
侯
に

、

資
を
楽

陽

亭
侯
に

進
む

。

大

和
の

末
（

二

三

二
）

、

…

…

帝
は

邀
へ

て

之

を

討
た

ん

と

欲
す

る

も
、

朝
議
は

多
く
以
っ

て

不
可
と

為
す

。

惟
だ

資
の

み

決
し

て

策

を
行
ふ

。

果
た

し

て

大
い

に

之

を

破
り
、

爵

を
左
郷

侯
に

進

む
。

…

…

景

初

二

年
（

二一
二

八
）

、

遼

東
平

定

は
、

参
謀
の

功
を
以
一．

て

す
。

各
ξ

爵

を
進
め

、

本
県
に

封

ず
。

放
は

方

城
候
、

資

は

中
都
侯

た

り
。

…

…

正
始
元

年
（

二

四

〇
）

、

更
に

放
に

左
光
禄
大
夫
を
、

資

に

右
光

禄
大
夫

を

加
へ
、

金

印
紫
授
、

儀
同

三

司

た

り
。

六

年
（

二

四

五
∀ 、

放
は

驃
騎
に

転

じ
、

資
は

衛
将
軍
た
り
。

領
監

・

令
は

故
の

如

し
。

七

年
（

二

四

六
）

、

…

…

曹
爽
の

誅
せ

ら
れ

て

後
、

復

た

資
を
以
っ

て

侍
中
と

為
し
、

領
中
書
令
た

り
。

嘉

平
二

年
（

二

五

〇）
、

放
は

薨

じ
、

諡
し

て

敬
侯
と

日
ふ

。

子
の

正

嗣

ぐ
。

資
は

復
た

位
を
遜
り

第
に

帰
す

。

就
き

て

驃
騎
将
軍

を

拝
し

、

侍
中
に

転

じ
、

特

進
は

故

の

如
し

。

三

年
（

二

五

一
）

薨
ず

。

諡
し

て

貞
侯
と

日
ふ

。

子
の

宏
嗣
ぐ

。

放
の

オ
計

は

資
に

優
る

も、

自

脩
は

如
か

ざ
る

な
り

。

放
・

資
は

善
く

主
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上
に

承
順

し
、

又

た

未
だ

嘗
て

顕
に

得
失

を
言
は

ず
、

辛
眦

を

　
　

抑
へ

て

王

思
を
助

く
、

是
れ

を
以
っ

て

譏
り

を
世
に

獲
た

り
。

　
　

然
る
に

時
に

耄
臣
の

諌
諍
に

因
り

、

其
の

義
を
扶
賛
し

、

并
せ

　
　

て

時
に

密
か
に

損

益

を
陳
べ

、

専
ら

導
諛
言
な

ら

ず
と
云

ふ
。

　
　
（
『

魏
志
』

巻
一

四

劉
放

伝
）

　

儡

　
劉
放
は

文

翰
に

し

て
、

孫
資
は

勤
慎
た

り
。

並

び

に

喉
舌

を

　
　

管
し
、

権
は

当

時
に

聞
こ

え
、

雅

亮
は

体
に

非
ず

。

是
の

故

に

　
　

譏
諛
の

声
は
、

毎
に

其
の

実
に

過
ぎ

た

り
。

（

『

魏
志
』

巻
一

四

　
　

程
郭

董
劉

蒋
劉

伝
評
）

 

孫
宏

　

m
　

宏
は

南
陽
の

太
守
と

為
る

。

宏
の

子

は

楚、

字
は

子
荊

。

（
『

魏

　
　

志
』

巻
一

四
劉
放
伝
注

所
引
『

孫
氏

譜
ご

　

卿

　
初
め

資
は

邦
邑
に

在
り
、

名
は

同
類
の

右
に

出
で

た

り
。

郷

　
　

人
の

司

空

の

掾
な
る

田

豫
、

梁
の

相
な

る

宗
艶
は

皆

な
之
を

妬

　
　

害
す

。

而

し

て

楊
豊
は

豫
等
に

党
附
し
、

専
ら

資
の

為
に

謗
端

　
　

を
構
造

し
、

怨
隙
は

甚
だ

重
し

。

資
は

既
に

以
っ

て

言
を
為
さ

　
　

ず
し

て
、

終
に

恨
む

意
無
し

。

豫
等
は

慚
服

し
、

宿
憾
を
釈
て

　
　

て
、

結

び

て

婚
姻
を
為
さ

ん

こ

と

を
求
む

。

資
は

之
に

謂
ひ

て

　
　

曰
は

く
、

吾
に

憾
む

心
無

く
、

釈
つ

る

所
を
知
ら

ず
。

此

れ

卿

　
　

自
ら

之
を

薄
し

と
し

、

卿
自

ら
之

を
厚
し

と

為
す
耳
と

。

乃

ち

　
　

長
子
の

宏
の

為
に

其
の

女
を

取
る

。

（
『

魏
志
』

巻
一

四
劉
放
伝

　
　

注
所
引

『

資

別

伝
』

）

 

孫
楚

Φ

　
係
楚
、

字
は

子

荊
、

太

原
中
都
の

人

な
り

。

（

『

世
説
新
語
』

　
言
語

注
引

『

文

十

伝
』

）

吻

　
楚
は

驃
騎
将
軍
の

資
の

孫
、

南
陽

太

守
の

宏
の

子
な
り
。

郷

　
人
の

王
済
は

、

豪
俊

の

公

子
に

し

て
、

本
州

大

中
正
の

為
に

、

　
　

　
　
　ロ
ま
　ヨ

　
宏
を
訪
問
し

て

郷
里
の

品

状
を
為
ら

ん

と

す
。

済
曰
は

く
、

此

　
の

人
は

郷
評
の

能
く
名
つ

く
る

所
に

非

ず
。

吾

自
ら

之
を
状
せ

　
ん

と
。

曰
は

く
、

天

才
英
特

、

亮
抜

群

せ

ず
と

。

仕
へ

て

馮
翊

　
太

守
に

至
る

。

（

『

世
説
新
語
』

言
語

注

所
引
『

晋
陽

秋
』

）

融

　
孫
子
荊

　
年
少

き

時
、

隠
れ

ん

と

欲

す
。

王

武
子
（

王

済
）

　
に

語
る

、

当
に

石
に

枕
し

流
れ
に

漱
ぐ
べ

し

と
。

誤
り

て

曰

は

　
く

、

石
に

漱
ぎ

流
れ
に

枕
す

と
。

王

曰

は

く
、

流
れ

は

枕
す
べ

　
く、

石

は

漱
ぐ
べ

き

か

と
。

孫
曰
は

く
、

流
れ

に

枕
す

る

所
以

　
は

、

其
の

耳

を

洗

は

ん

と

欲
す

る

な

り
。

石
に

漱
ぐ
所
以

は
、

　
其
の

歯
を
礪
か

ん

と

欲
す

る

な
り

と
。

（
『

世
説
新
語
』

排
調
）

凶

　
孫
子

荊

　
婦
の

服
を
除
し

、

詩
を
作
り

て

以
っ

て

王

武

子
（

王

　
済
）

に

示

す
。

王

曰

は

く
、

未
だ

知

ら

ず
、

文
の

情
に

生

ず

る

　
か
、

情
の

文
に

生

ず
る

か

を
。

之
を

覧
れ

ば

悽
然
と

し

て
、

伉

　
儷
の

重
き

を
増

す

と
。

（

『

世
説
新
語
』

文

学
）

削

　
婦
は

胡
母

氏

な

り
。

其
の

詩
に

曰

は

く
、

時
は

邁
き

て

停
ら

　
ず
、

日

月
は

電
の

ご

と

く

流
る
、

神

爽

は

登

遐

し
、

忽
ち

已
に

　
一

周
す

、

礼
制
に

叙
有

ら

ば
、

除
を

霊

丘
に

告

げ
ん

、

祠
に

臨

　
み

て

感
痛
し
、

中
心

抽
か

る

る

が

若

し

と
。

（

『

世
説
新
語
』

文

　
学
注
所
引
『

孫
楚

集
』

）
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嚠

　

楚
は

オ
藻

卓
絶

に

し

て
、

爽

邁
羣
せ

ず
。

陵

傲
す
る

所
多

く
、

　

　
郷
曲
の

誉
れ

を

缺

く
。

年
四
f
に

し

て

始
め

て

参
鎮
東
軍

事
た

　

　
り

。

…

…

楚

は

後
に

佐

著
作
郎

に

遷
り

、

復
た

石
苞
の

参
驃
騎

　

　

軍
事
た

り
。

楚

既
に

其
の

材
気
を

負
み

、

頗
る

苞
を
侮
易

す
。

　

　
：・

…

恵
帝
の

初
め
（

二

九

〇
∀

、

馮
翊
太

守
と

為
る

。

元

康
三

年

　

　
（

二

九
三
）

卒

す
。

（
『

晋
書
』

巻

五

六

孫
楚
伝
）

 

孫

衆
・

孫

淘
・

孫

纂

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ま
ヲ

こ

　

m
　
三

子

あ

り
、

衆
・

洵
・

纂
な

り
。

衆
及
び

洵
は

倶
に

未
だ

仕

　

　
へ

ず
し

て

早
に

卒

す
。

（

『

晋
書
』

巻
五
六

孫
楚
伝
）

　

　
　

　

ド
ま

ヨロ

　

必

　
父

は

恂
、

潁
川

太
守
な
り
。

恂
は

郡

に

在

り

て

賊
に

遭

ひ

害

　

　
せ

ら

る
。

（
『

晋
書
』

巻

八
二

孫
盛

伝
）

 

孫
盛

　

ω

　
孫
盛

、

字
は

安

国、

太

原
中
都
の

人

な
り

。

博
学
強

識
に

し

　

　
て
、

著
作
郎
・

瀏
陽
令

を
歴
た

り
。

庚
亮
の

荊

州
と

為
る

や
、

　

　
以
っ

て

征

西
主

薄
と

為
す

。

秘

書
監
に

累
遷

す
。

（
『

世
説
新
語
』

　

　
言
語
注
所
引

『

中
興

書
』

）

　
嚠

　
盛
の

年
十
歳
、

難

を
避

け

て

江

を

渡
る

。

長

ず
る
に

及

び
、

　

　
博
学
に

し

て

善
く

名
理

を
言
ふ

。

時
に

于
い

て

殷

浩
は

名
を
一

　

　

時
に

擅
に

す
。

与
に

抗
論
す

る

者
は

惟
だ

盛

な

る

而

已
。

盛
は

　

　
嘗
て

浩
に

詣
る
．．

談
論
し

て

食
に

対

し
、

塵

尾

を
奮
擲
す

れ

ば
、

　

　
毛

は

悉
く

飯
中
に

落
つ

。

食
冷
え

て

復
た

暖
む

る
二

と

数

四
、

　

　
暮
に

至
る

ま
で

食
を
忘
る

も
、

理

竟
に

定
ま

ら

ず
。

盛
又

た

医

　

　
ト

及

び

易
象
は

見
形
よ
り

も
妙
な
る

論
を
著
は

す
。

浩
等
は

竟

に

以
っ

て

之

を
難
ず
る

こ

と

無
し

。

是

れ
に

由
り

て

遂
に

名
を

知

ら
る

。

起

家
は

佐

著
作
郎
た

り
。

家
貧

し

く
親
老
い

た

る

を

以
っ

て
、

小

邑
と

為
ら

ん
こ

と

を

求
め

、

出

で

て

瀏
陽
令
に

補

せ

ら
る

。

…

…

廈
翼
の

亮
に

代
る

や
、

成
皿

を
以
っ

て

安
西
諮
議

参
軍
と

為
し

、

尋
で

廷
尉
正
に

遷
る

。

…

…

蜀
平
ぎ

て
、

爵
を

安
懐

県
侯
に

賜

ひ
、

温
の

従

事
中
郎
に

累

遷

す
。

関
に

入

り

洛

を

平
ぐ

る
に

従
ひ
、

功
を
以
っ

て

封
を
呉

昌

県
侯
に

進
め

ら
れ

、

出
で

て

長

沙

太

守
に

補
せ

ら
れ

る
．、

…

…

秘

書
監
に

累
遷
し
、

給

事
中
を
加
へ

ら

る
。

年
七

十
二

に

し

て

卒
す

。

盛
は

篤
学
に

し
て

倦
ま

ず
。

少

き

自
り

老
に

至
る

ま

で
、

手
は

巻
を
釈
て

ず
。

「

魏
氏
春
秋
』

　
「

晋
陽
秋
』

を
著
は

す
。

井
せ

て

詩
・

賦
・

論

・

難
を
造
る
こ

と

復
た

数
十
篇
な
り

。

　
『

晋
陽
秋
』

は

詞
は

直

に

し

て

理
は

正
し

く
、

咸
な

良
史

と

称
す

。

既
に

し

て

桓
温
は

之
を
見
て

怒
り
、

盛
の

子
に

謂
ひ

て

曰
は

く
、

枋
頭
〔

の

地
）

は

誠
に

利
を
失
ふ

と

為
す

。

何
ぞ

乃

ち
尊
君
の

説
く

所
の

如
く

な
る

に

至
ら

ん
。

若
し

此
の

史

行

は

る

れ

ば
、

自
ら

是
れ

君
が

門
戸
の

事
に

関
ら

ん

と
。

其
の

子

は

遽
に

拝
謝
し

、

之

を
弸

改

す

る

を
講
ふ

を
謂
ふ

。

時
に

盛

は

年
老
い

て

家
に

還

れ

り．、

性

は

方
厳
に

し

て

軌
憲
有
り

。

子

孫

班

臼
な
り

と

雖
も

、

庭

訓
は

逾
≧

駿
し
。

此
に

至
り

て

諸
f
は

乃

ち

共
に

号
泣
し

、

稽
頼
し

て

百
口

の

為
に

切
に

計
ら
ん

こ

と

を
請
へ

り
。

盛
は

大
い

に

怒

り
、

諸
子

は

遂
に

窃
か

に

之
を

改

む
。

盛
は

両
つ

の

定

本
を
写

し

て

慕
容

儁
に

寄
す

。

太

元

中
（
一
二

七

六

〜一
二

九

六
）

、

孝
武
帝
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博
く

異
聞
を

求
む

る

に
、

始

め

て

遼

東

よ

り

之

を

得
、

以
っ

　

　

て

相
ひ

考
校
す
る

も
、

多

く

同
じ

か

ら
ざ

る

有
り

。

書
は

遂
に

　

　

両
つ

な
が

ら

存
す

。

（
『

晋
書
』

巻

五
二

孫

盛

伝
）

 

孫

統

　

田

　
孫

統
、

字
は

承
公
、

太
原
の

人

な
り

。

善

く

文

を

属
し

、

時

　

　

人

謂
ふ

、

其

れ

祖
楚
の

風

有
り

と
。

仕
へ

て

余

姚
令
に

至
る

。

　

　
（
『

世

説
新
語
』

品

藻
注
所
引

『

中
興

書
』

）

　

喞

　
承
公
は

少

く
し

て

誕

任
不

羈
。

会

稽
に

家

し
、

性
は

山
水

を

　

　

好
む

。

鄭
県
を

求
む

る

に

及
び
、

心

を
細

務
に

遺
れ

、

意
を

縦

　

　
に

し
て

游

肆
す

。

名
阜
勝
川
を
ば

、

歴
覧
さ
ぜ

る
は

靡
し

。

　

　
（

『

世
説
新
語
』

任

誕

注
所
引

『

中
興
書
』

）

　

欟

　
蕭
中
郎
（

蕭
輪
）

は

孫
丞
公
の

婦
の

父

な
り

。

（

『

世
説
新
語
』

　

　
　

賞
誉
）

　

剛

　

纂
の

子
の

統
・

綽
は

並
び
に

名
を
知

ら
る

。

（
『

晋
書
』

巻
五

　

　
六

孫
楚
伝
V

 

孫
潜

　

m
　
孫
潜

、

字
は

斉
由
、

太

原
の

人

な
り
。

（

『

世
説
新
語
』

言
語

　

　

注
所
引

『

晋
百
官
名
』

）

　

麟

　
孫
潜
は

盛
の

長
子

な

り
。

豫
章
太

守
た

り
。

殷
仲
堪
の

下
り

　

　
て

王

国
宝

を
討
つ

や
、

潜
は

時
に

郡
に

在

り
。

逼
り

て

諮
議

参

　

　

軍
と

為
さ

ん

と

す
る

も
、

固
辞
し

て

就
か

ず
。

遂
に

憂
を
以
っ

　

　
て

卒
す

。

（

『

世
説
新
語
』

言
語

注
所
引
『

中
興
書
』

）

 

孫
放

m
　
放

、

字
は

斉

荘
、

監

君
（

孫

盛
）

の

次

子

な
り

。

年
八

歳
の

　
と

き
、

太

尉
の

痩
公
（

庚
亮
）

は

召
し

て

之
を
見

る
。

放
は

清

　
秀
、

観
試

せ

ん

と

欲

し
、

乃

ち

紙

筆
を
授
け

て

書
せ

し

む
。

放

　
は

便
ち

自

ら

名
字
を

疏

す
。

公

は

後
に

題

し

之
に

問

ひ

て

曰
は

　
く
、

荘
周

を
慕
は

ん

と

欲

す

る

を

為
す

や

と
。

放
は

書
し

答
へ

　
て

曰
は

く
、

意
は

之
を

慕
は

ん

と

欲
す

と
。

公

曰
は

く、

何
の

　
故
に

仲

尼

を
慕
は

ず
し

て

荘
周

を

慕
ふ

や

と
。

放
曰

は

く、

仲

　
尼

は

生

ま

れ

な
が

ら
に

し

て

之

を
知
る

。

希
企
し

て

及

ぶ

所
に

　
非

ず
。

荘
周
に

至
り

て

は
、

是

れ

其
の

次
な

る

者
な

り
。

故
に

　
慕
ふ

耳

と
。

公
は

賓
客
に

謂

ひ

て

曰
は

く
、

王
輔
嗣
（

王

弼
）

　
の

応

答
す

ら
、

恐
ら

く

は

之
に

勝
る
こ

と

能
は

ざ

ら

ん

と
。

長

　
沙

王
の

相
に

卒
す

。

（
『

世
説
新
語
』

言
語

注

所
引
『

孫
放

別

伝
』

）

囲

　
孫
盛

は

慶
公
（

嘆
亮
）

の

記

室

参
軍
為
り

し

と

き
、

猟
に

従

　
ひ
、

其
の

二

児

を
将
ゐ

て

倶
に

行
く

。

庚
公

知

ら

ず
し

て
、

忽

　
ち

猟
場
に

於
い

て

斉

荘
を
見

る
。

時
に

年
七
八

歳
な

り
。

嘆
謂

　
ひ

て

曰

は

く
、

君

も

亦
た

来
た

る
か

と
。

声
に

応
じ

て

答
へ

て

　
曰
は

く
、

所
謂
小

と

無
く

大
と

無
く
、

公
に

従
ひ

て

于
き

邁
く

　
と

。

（

『

世

説
新
語
』

言
語
）

嚠

　
放
兄
弟
は

竝
び
に

秀
異
に

し

て
、

庚
翼
の

子
の

爰
客
と

同
に

　
学
生
為
り

。

爰
客
は

少
く

し

て

佳
称
有
り

。

談
笑
に

因
り

て

放

　
を
嘲
り

て

口
は

く
、

諸
孫
は

今
に

於
い

て

盛
ん

な

り

と

為
す

と
。

　
盛
は

監

君
（

放
の

父
）

の

諱
な
り

。

放
は

即

答
し

て

曰
は

く
、

　
未
だ

諸
庚
の

翼

翼
た

る
に

若
か

ず
と

。

放
は

機
に

応

じ

て

勝
ち
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を
制
し

、

時
人

焉
を
仰
げ

り
。

司

馬
景
王

（

司
馬
師
）

・

陳
・

　
　

鍾
の

諸
賢
相
ひ

酬

ゆ

る

も
、

以
っ

て

踰
ゆ

る

こ

と
無

き

な
り
。

　
　

（

『

世
説
新
語
』

排
調

注

所
引

『

孫
放

別
伝
』

）

 

孫
騰

　

ω
　

騰
、

字
は

伯

海
、

太
原
の

人

な
り

。

（
『

世
説
新
語
』

品

藻
注

　
　

所
引

『

晋
百
官
名
』

）

　
　

　

　

　
　
ま
らり

　

嚠

　
騰
は

枕
の

子

な

り
。

博
学
に

し

て
、

中
庶

子
・

廷
尉
を
歴

た

　
　

り
。

（

『

世
説
新
語
』

品

藻
注
所
引

『

中
興

書
』

〉

　

嚠

　
僧
奴

は

孫
騰
の

小
字
な

り
。

（
『

世
説
新
語
』

品

藻
注
V

　

凶

　
衛
君

長

（

衛

永
）

は

是
れ

蕭
祖
周

へ

蕭
輪
）

の

婦
の

兄
な

り
。

　
　

謝
公
（

謝

安
）

　

孫
僧
奴

に

問
ふ
、

君

が

家
の

衛
君
長
を
道
ふ

　
　

は

云

何
と

。

孫
曰
は

く
、

是

れ

世
業
の

人

な

り

と
云
へ

り

と
。

　
　

謝
曰

は

く
、

殊
に

爾
ら

ず
。

衛
は

自
ら

是
れ

理

義
の

人

な

り

と
．、

　
　

時
に

于
い

て

以
っ

て

殷
洪
遠
（

殷

融
）

に

比
す

。

（
『

世
説
新
語
』

　
　

品

藻
V

 

孫

登

　

ω

　
騰
の

弟
は

登
、

少
く

し

て

名
理

を
善
く

す
。

　
『

老

子
』

に

注

　
　

し
、

世
に

行
は

る
。

仕
へ

て

尚

書
郎
に

至

り
、

早
に

終

ふ
。

（

『

晋

　
　

書
』

巻
五

六

孫
統

伝
）

剛

老
子
道
徳
経
二

巻

章
巻

雛
潴

郎
（

『

鑒
巻一
二

四

　
　

経

籍
志
三
）

 

孫
嗣

　
田

　
子
は

嗣
、

綽
の

風

有
り

。

文

章
は

相
ひ

亜
ぎ
、

位
は

中
軍
参

　

　

軍
に

至
り

、

早
に

亡

す
。

（
『

晋
書
』

巻

五

六

孫
綽
伝
）

 

孫
阿

恒

　

川

　
阿
智
は

王

処
之
の

小

字
な

り
。

処

之
、

字
は

文

将
、

州
の

別

　

　

駕
に

辟
さ

る

る

も
、

就
か

ず
。

太
原
の

孫

綽
の

女
、

字
は

阿

恒

　

　
を

娶
る

。

（

『

世
説
新
語
』

仮

譎
注
）

　

喞

　
王
文

度
（

王

担
之
）

の

弟
の

阿
智
は

、

悪
し

く
し

て

乃
ち

翅

　

　
な

ら

ず
。

年
長

ず
る
に

当
た

る

も
、

人
の

与
に

婚
す

る

無
し

。

　

　
孫
興
公
（

孫

綽
）

に
→

女

有

り
。

亦
た

僻

錯
に

し

て
、

又

た

嫁

　

　
娶
の

理
無

し
。

因
り

て

文
度
に

詣
り

、

阿

智
を
見

ん
こ

と

を
求

　

　
む

。

既

に

見
て

、

便
ち
陽
り
て

言
ふ
、

此

れ

定
め

て

可

な

り
。

　

　
殊
に

人
の

伝
ふ

る

所
の

如

く

な
ら
ず

。

那
ぞ
今
に

至
る

ま
で

未

　

　
だ

婚
す
る

処

有
ら

ざ

る

を
得
ん

。

我
に
一

女
有
り
、

乃
ち
悪
し

　

　
か

ら

ず
。

但
だ

我

は

寒
士

に

し

て
、

宜
し

く
孵

と

計

る
べ

か

ら

　

　
ざ

る

も
、

阿
智
を
し

て

之
を
娶
ら

し

め

ん

と

欲

す

と
。

文
度
は

　

　
欣

然
と

し

て

藍
田
（

父

の

王
述
）

に

啓
し

て

云
ふ
、

興

公

向
に

　

　
来
た

り

て
、

忽
ち

言
ふ

、

阿
智
と

婚
せ

ん

と

欲
す

と
。

藍
田
は

　

　
驚
喜
す

。

既
に

婚
を
成
せ

ば
、

女
の

頑
鷺
な

る
は

阿
智
よ
り

過

　

　
ぎ

ん

と

す
。

方
め

て

興

公
の

詐
り

な
る

を
知

れ

り
。

（
『

世
説
新

　

　
語
』

仮
譎
）

※

複
数
の

伝

記

　
m

　
宏
は

南
陽

太

守
為
り

。

宏
の

子
は

楚
、

字
は

子

荊
。

（
『

魏
志
』

　

巻
一

四

劉

放
伝

注
所
引
『

孫
氏
譜
』

）

　
α

　

楚
は

討
虜
護

軍
・

馮
翊
太

守
に

至
る

。

楚
の

子
は

洵
、

潁
川
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太

守
。

洵
の

子
は

盛
、

字
は

安
国
、

給

事
中
・

秘
書
監

。

盛
の

従
父

弟
の

綽
、

字
は

興
公
、

廷
尉
正

。

楚
及

び
盛
・

綽
は

並

び

　
に

文
藻
有
り

。

盛
は

又

た

善
く

名
理

を
言
ふ
鴇

諸
≧
の

論

著
す

　
る

所
は

、

並
び
に

世
に

伝
は

る
。

（

『

魏
志
』

巻
一

四

劉

放

伝

注

　
所
引
『

晋
陽
秋
』

）

（

注
）

1
　

『

晋
書
』

巻
五

六

孫
楚
伝

は

「

初

め

楚
は

同
郡
の

王

済
と

友

　
と

し

て

善

し
。

済
は

本
州

大
中
正
の

為
に

訪
問
し

、

邑
人

を
銓

　
し

、

品

状
し

て

楚
に

至
る

。

済
日
は

く
、

此
の

人
は

卿
の

目
す

　
る

所
に

非
ず

。

吾
自
ら

之
を
為
ら

ん

と
。

乃
ち

楚
を
状
し
て

曰

　
は

く
、

天

才
英
博

、

亮
抜

羣
せ

ず
と

」

に

作
り

、

『

晋
書

槲
注
』

　
に

「

『

魏
志
』

孫

資

伝

注
の

『

晋
陽
秋
』

に

口
は

く
、

楚
の

郷

人

　
の

王
済
は

豪
俊
の

公
子

な
り

。

本
州

大

中
正
の

為
に

関

を

訪
問

　
し

て

楚
の

品

状

を
求
む

と
。

案
ず
る

に
、

　
『

世
説
』

言

語

篇
に

　

『

宏
を
訪

問

し

て

郷

里
の

品
状
を
為
る

』

に

作
る

を
引
く
は
、

　

誤
る
に

似
た

り
，

楚
の

事
を
以
っ

て

其

の

父

の

宏
の

事
と

為

　

す
」

と

い

う
。

　
『

世
説
新
語
』

　
（

明

治
書
院
）

は

「

『

世
説
』

　

原
文
の

『

宏
』

は

衍

字
か
」

と
い

う
。

2
　

『

晋
書
』

校
勘
記
に

「

孫

淘
は

、

孫
盛

伝

及

び

『

魏
志
』

劉

　

放
伝
注
に

『

晋
陽
秋
』

を

引
き

て

倶
に

云
ふ

、

潁
川

太

守
と

為

　

る

と
。

未
だ

仕
へ

ざ

る

に

非
ず
」

と

あ

る
。

3
　

『

晋
書
』

覯
注
に

「

『

廿
二

史

攷
異
』

二

卜
二

に

曰
は

く
、

　

孫
楚
伝
は

洵
に

作
る

。

此
の

伝
に

拠
れ

ば
、

恂
は

潁
川
太
守
と

　
為
り

、

郡
に

在

り

て

賊
に

遭
ひ

害
せ

ら

る
。

而

も
楚

伝
に

洵
は

未
だ

仕
へ

ず
し

て

早
に

終
ふ

の

二

文
は
、

自

ら
相
ひ

矛

盾
す

。

之
を

攷
ふ

る

に
、

　
『

晋
陽

秋
』

は

則
ち

潁
川

太

守
な

り
。

是
れ

　
が

為
に

し

て

名
は

当
に

洵
に

為
る
べ

き

な

り
」

と
い

う
。

4

 
m
で

は
、

「

丞
」

の

字
を
「

承
」

に

作
る

。

「

丞
」

は
、

　
「

承
」

の

誤
り

で

あ

ろ

う
。

5

 
m
で

は
、

「

統
」

の

字
を
「

統
」

に

作
る

。

「

枕
」

は
、

　
「

統
」

の

誤
り

で

あ
ろ

う
。

H
　
孫

綽
の

交
遊

　
孫
綽
と

交
遊
の

あ
っ

た

入
々

を
『

晋
書
』

本
伝

、

よ

り

抜
き

出
す

と
、

次
の

よ

う

な

人

た

ち

で

あ

る
。

『

世

説
新
語
』
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b　　　　
I　　　　　　
E　　
E　　　厂　ト　
ー

1
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（

表
の

説
明
）

1
　
　
「

同

席
」

の

数
は
、

孫
綽
が

席
を
同
じ

く

し
、

し

か

も
会
話

　
を
し

な
い

数

を
い

う
。

2
　

「

会
話
」

の

数

は
、

孫
綽
が

会
話

を
し

た

数

を
い

う
。

た

だ

　
し

、

応
と

答
と
の

両
方
・
一

方
の

区

別
は

し

な
い

。

3
　

「

話

題
」

 

の

数
は

、

席
を
同
じ

く
し

な
い

人

を
孫

綽
が

話

　
題
に

す

る

数
を
い

う
。

4
　
「

話

題
」

捌
の

数
は

、

席
を
同
じ

く

し

な
い

人
が

孫
綽
を
話

　
題
に

す
る

数
を
い

う
。

5
　
生

年
・

卒
年
が

判

明

す

る

者
は

生

年
順
に
、

不

明
の

者
は
、

　
ア

・

イ
・

ウ

順
に

並
べ

た
。

6
　
王
導
・

郡
鑒
・

温

嬌
に

は

碑
文
を
作
り

、

殷
浩
に

は

そ
の

部

　
下
と

な
る

関
係
で

あ
っ

た

た

め
に

、

　
「

同
席
」

〜

「

話
題
」

槲

　
は

空
欄
と

し

た
。

　
ま

た
、

孫
綽
は

王

羲
之
の

主
宰
し
た

蘭
亭
の

会
に

参
加

し

て

お

り
、

そ
の

席
に

参
集
し

た

者
は

す
べ

て

四
二

人
で

あ
る

。

孫

綽
を

除
く

他

の

四
一

人
は

次
の

者
で

あ

る
。

姓

　

名

字

号

貫

籍

官

　
　
　
　
職

系
　
　
　
　

譜

一
五
　
　
　
　
　
　
　
　

己

イ
…

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　二
＝

口

王

羲

之

逸

少

臨

沂

右
将
軍

　

　

　

1　　
1　1　　　卩　
ー　
！　　　
ド

王

凝
之
ら
の

父

　

　

　

I　　@@@@
　　　　I　@@@@@@@　　　@@@@　　　I　　　　　　　　　　　I　　@@@

　

　

　

　

　

　

　

@

　

　
　

　

　

　

　
　
I

@
　

@
　

@
　
I

『

晋
書

』

ｪ

〇

謝

　

安

<TAB>
安石<TAB>陽夏<TAB>瑯邪王<TAB>謝万の兄<TAB>『晋書』七九　　−　　

　

　
　
　

@

　

圏

　−
　　
　

C

　

@
　
　

　
　

@
尸
　

」

@1

謝

　

　

万

<TAB>
万

石
　1　…　…<TAB>陽夏<TAB>司徒左西

属

<TAB>
謝
安

の

弟

<TAB>
　

　

　

　

　

　

　

　
　I　@@@
　　　　@@@『W
書

七

九

　

　

　

@
　
　

　

　

I
　

　

　

　

@
　
　

　

I

@
　
　
　

@
　

@
　

@
　
　
　

　

I

徐
豊之<TAB><TAB>東海<TAB>行参軍　　　　　　1<TAB>徐寧の子1<TAB>

ｷ
　
　

統

<TAB>承公<TAB>太原
<TAB>前余杭令
　　　　　
1　　　　　　　　　　　　　．　　■　1　　　　　．<TAB>孫綽の兄I　　I　　
I　　　　
I　　
　　
　　

　

@
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　I　唱　己　
−　　　　
　

ー

　
1
　

1<TAB>

　

　

　

　

　
　1　　1　ー　　　　　ト　i　　　　　　　　　　　　　　　　I　　
　　I『晋書』五六　　
　　
　

　

　

　

　　1　　　1

　

@
　

@

　

@
　
　
　

@　
　　　　
　E　　　　　　I　　
　

　

　

　

@
　

　

I

王
彬
之
ー
　

@
　
　
　

　

[<TAB>

道
生

<TAB>
広

<TAB>前永 興

<TAB>ー　
−
　　 　 」 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 ト <TAB> 王凝之 <TAB>叔 平 <TAB>臨
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王

肅

之

　

ー　　　　　　　ヒ　　　
ヒ　　　
「　　　
1　」　　　　　　
1　　　　　　　
1

　
（

諮
議
参
軍
）

ー　　ト　
歪　　　
ー　　　　　　　　
聖　　　「　
！　　　　　　　　　
髪　　　
1　　」　
ー　　　　　　　　
…　　　　　　　　
ー　　　　　　　挈　　
E　　　
！　　　　　　　　　　　　−　
i　　　　’　　　　　　　　」　　−　　　　　　　」

王

徽

之

幼

恭

−　　　　　　　　　　　，　
I　　　　
I　」　　　　−　
1　
1　　　　　　　　
1　　　　
i　　　　　　　　　　　　−

子

猷

臨

沂

−　　　
ー　　　　　　　匚　　　　
i　　　　
⊇　　　　
ー　　　　　　　−　　　　丁　
ー

臨

沂

　

t

王

羲
之
の

子

．　｛匚　r　　信　　
」ヒ　匸　」　
F　　」ト　　
ー　1　r　
1　　
1　　
1　　　　　　　
1　　　　　　　」　　　　
1

王

羲
之
の

子

排

調

注

『

王
氏

譜
』

　
F　　「　　　　ト　ト　
ト　ト　　　　卩　　　　　　　
1　　」　
F　　　　
ー　　　　　　　　　
！　　
I　　　　　　　　　　　
I　　　＝

『

晋

書
』

八

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　
」　
ー　」　脚

袁

橋

之

陳

郡

｛　　　
…　　　　　脚　　　　　　

…　己　　　　　
i　
…　　　　−　　
ー　　　　　　　　　　　　
ー　　　5　　　」　「　　　　　　　　　　　　
l

　

　
I　　　@@@@
　　　I　　　　　　　　　　@@@@@@@@@@@@@　　　@@@@@@
　　　　　　　I　　@@@@@
　　@@@@@@　@@@@@@　　　　　@@@@　　I@@@
　　　　　@@@@@@@@　　@@@@
　

@

　

@I

@
　
　
　

　

　

　
　

　

　

I
　

　

　

　

　

　
　　I　
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　
　　　I<TAB><TAB><TAB>重
熙<TAB>高平<TAB>散騎常侍<TAB><TAB>『晋書』六七

　

　

　

　

　

　ー　　
　

ト

　

ー

@I　　　　　　　I　　　　　　　　　　　

　
　
亅
　

　　　@@@@　ヨ@@@　　　@@@@
　　　@@gS@ﾜ@

」

　「王豊之<TAB>ー　F　　　　I　　浴卩　　　　　　　」<TAB><TAB>　行参軍I@@@
　

　

　

@
　

　
I

@　　　　　　　I　　
　　　　　
　　I　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　I<TAB><TAB><TAB><TAB>

　I　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　I　　　
　　　　　
　　　　　　　
　　　　　
I広陵
<TAB>前上虞令
<TAB>I　　　
　

　
　
　

　

@　I　　　　
I　　　　　　I　　　　　　　　I　　　I　　I　　　I　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　I　　
I　　I　I　　　　　　I　　　　I
　　I　
　广　1

　　　
　

ー
華

譚

の
子

<TAB>I

　

　

　

I
　

　

　

　

　

　
　　
　　　　　　ー　　　ト　　　ー　
　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　广　　」　　　　　　
“　　　皇　　　　　μ　　　　「　
　　　幽　鞏　
　　ー　　
　

l
　
　
I

@
『

晋

書

x
五

j

　
　
　
　
　

@
　
　

　

@

ト

　
ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　1華　茂1　　@@@
　　　@@@@　　　　　　　　　…　　　　　@@@　　　　　@@@ー　　　　@@[
　　　@庚@@F
恵

彦

弘

之

用
<TAB>
（
東

守

）

<TAB>

M蘊の兄
<TAB>「
晋書
』七三

@　　　　　　　　　1I
　　　　　　　　　　　　　　
　I　　　　　　　　　　I　　　　　　
　

@
　
　
　

　　　　　　
　　I　　　　　　　　　　I　　　
　

@

　　　@@@　@@@@@@@@@
　

　　I虞@ <TAB>ﾁRi
馬<TAB><TAB>魏@ g@g@[@[@　
I<TAB>ー　　@@@@@@@@@@[@@@
　　@@@@@@@@
　

p　　　　1　　1　　　　　　　引
　　1<TAB>　郡功曹−　

　

　

F
　

［

　

　

　
　　
　　　「　F　　r　　ー<TAB>　
I　　　
　　
　　　
　

　　　@@@@@@@@@@
　　　@@@I@@@
　　　　　　　　　　　　I　　@@@@@@
　　　　　　　　　　　　　@@@@@@　@@

　

　

　

@
　
　

@　　　　　
　　　　　　　

　

@
　
　
　

　

　

　

@
　

@
　　

　

　
@

　
　
　
　
　

I<TAB>

ー

@
　
　

　

　
　　　　　
　　　ト
　　ー　　　　　　　　　
ー

　
　
　

　

@

　

　
I

　
I
　

I
　

I
　
I　　　　　　　I　　　I　I　　−I
　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　
I　　　　　　　　
　　　　　
　　　
I
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@
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　I謝　釋<TAB><TAB><TAB>郡五官<TAB>
ー　　　　　ー
　　　　　　ー<TAB>

庚　　蘊<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>曹茂之<TAB>永世<TAB>潁川劇
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広
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王

蘊

之

叔

仁

太

原

（

会
稽
内
史
）

　
1　　　　　
｝　　　　　　　
ー　　　　　　　　　　　
ー

王

濛
の

子

　

　

　

　

　

　
I　　　@@@@

@

　

　
I<TAB>

『

晋書』九三I　　　　　　　　　　　　　　　　　　@@
　　　　　　　　@@@@@

　

　

　

　

@　
　　I王渙之

<TAB><TAB>1<TAB>

　

」

@
　
　
　
　

@F

ｷ

　
　

嗣

<TAB><TAB>

原

<TAB>
前
中

Q
軍

<TAB>孫

綽の’
<TAB>『
晋書
』

ﾜ六謝@@ <TAB> 1
　−　　1@[@[I

@　　　　@@@　　　　　　　　　@　　　　　　　@@@

I<TAB>I

　

@　
　　　　　　　I　　　　　　
　　　　　I　　　　　　　　　
@　
I

卞
　
　
迪
<TAB>I

@

　

　
　
　

@
　
　
　

@　　
l　
　　　
　　　
　

@

　

　

@

．

驢　　　
<TAB>鎮国大将軍掾<TAB>七
<TAB>丘　　旄
<TAB><TAB><TAB>行
参軍
事

<TAB>

【

@

　

　
　
−
　

@
ー
　
　

ト

王
献

之

<TAB>

敬

<TAB>
1

@
　
己

@@

　　　@@@
昌　■　@@@　@@F　@ﾕ i煖
ｻ

守

）
<TAB>
王

V
の

w
晋
書
』

Z

楊　
模<TAB><TAB><TAB>行参軍<TAB>1<TAB>I
　　
　

@
　

　
　

　

　

　

　

　
　
　

@
　
　

@
　
　
　

@
　
　

　

　
I

　
　

熾
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軍
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密
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曹 呂 呂 謝

謹 本 系 藤

彭 任 任

城 城 城

前
余
杭
令

孑

1
…

；
歪

（

表
の

説
明
）

1
　

「

衰
僑
之
」

ま

で

の

十
人

は

詩

両
篇
を
成
し

た

者
（

孫

綽
も

　
両
篇
を
な

す
）

、

「

孫
嗣
」

ま

で
の

十
五
人
は

詩
一

篇
を
成
し

た

　
者

、

　
「

謝

瑰
」

以

下
の

十
六

人

は

詩
の

成
ら

な
か

っ

た

者
で

あ

　
る

。

2

　
「

官
職
」

欄
の

括
弧
内
は

、

　
「

伝

記
」

欄
の

資
料
に

よ

り

補

　
う
Q

3
　
　
「

桓
偉
」

を

『

雲
谷
雑
記
』

は

「

柏
偉
」

に

作
る
が
、

い

ま

　
『

古
詩
紀
』

に

従
う
。

ま

た
、

　
「

桓
偉
」

の

貫
籍
を

「

榮
陽
」

　
と

す
る
こ

と
に

つ

い

て
、

　
『

古
詩
紀
』

注
に

は

「

此
に

榮
陽

と

　
云
ふ

は
、

未
だ
是

否
を
知

ら

ず
」

と
い

う
。

い

ま

『

晋
書
』

に

　
従
い

、

貫

籍
を

「

讌
国
」

と

す
る

。

4
　
「

王
蘊
之
」

は

逢
欽
立

『

全
晋
詩
』

注
の

「

蘊
之
、

，

に

蘊

　
と

名
つ

く
。

字
は

叔

仁
、

広

漢
の

人

な
り
」

に

従
う．、

　
皿

　
孫

綽
の

評
価

　
孫
綽
は

在
世
中

、

ど
の

よ

う

な
評
価

を
得
て

い

た

の

か
。

　
孫
興
公

（

孫
綽
）

・

許
玄
度
（

許
詢
）

は
、

皆

な
一

時
の

名
流
な

　
り

。

或
る

ひ

と
は

許
の

高

情
を
重
ん

じ
、

則
ち

孫
の

穢
行
を
鄙

し

　
と

す
。

或
る

ひ

と
は

孫
の

才

藻
を
愛

し

て
、

許
に

取
る

も
の

無

し

　
と

。

（

『

世
説
新
語
』

品

藻
）

　
綽
は

文
オ
有
り

と

雖
も

、

誕

縦
に

し

て

穢
行
多
し

。

時
人
は

之

を

　
鄙
し

む
。

（
『

世
説
新
語
」

品

藻
注
所
引
『

続
晋
陽
秋
』

）

　
こ

れ

に

よ

る

と
、

A
「

穢
行
」

と
B
「

才
藻
」

と
の

二

つ

の

面
が

評
価
の

対
象
と

な
っ

て

い

た

こ

と
が

わ

か

る
。

こ

の

二

つ

の

面
を
資

料
に

よ
っ

て

具
体
化
す

る
こ

と

に

す
る

。

　
A

　
「

穢
行
」

の

面

⊃

　
詢
は

卒
に

志
を
降
さ

ざ
る

も
、

綽
は

世
務
に

嬰
綸
す

。

（
『

世
説

　
新
語
』

品
藻
注

所
引
宋
明

帝

『

文
章
志
』

）

　
　
孫
綽
は

許
詢

と

は

違
っ

て

志
を
曲
げ

、

　
「

世
務
」

　（
世
俗
の

事

一 87 一
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務
）

に

関
わ
っ

た

こ

と
。

 

　
孫
長
楽
（

孫

綽
）

の

兄
弟
は
、

謝
公
（

謝
安
）

に

就
き

て

宿
せ

　
し

と

き
、

言
は

至
っ

て

款
雑
な

り
。

劉
夫
人

は

壁
の

後
に

在

り

て

　

之
を
聴
き

、

具
に

其
の

語
を
聞

く
。

謝

公

は

明

日

還

り

て

問
ふ

、

　

昨
の

客
は

何
似
と

。

劉
は

対
へ

て

曰
は

く
、

亡

き

兄
の

門
に

は
、

　

未
だ

此

く
の

如
き

賓
客
有
ら

ず
と

。

謝
に

は

深

く

愧
つ

る

色

有
り

。

　
（

『

世
説
新

語
』

軽
詆
）

　

　

「

款
雑
」

　
（

心

を
許
し
て

遠

慮
す

る

こ

と

な

く
、

気
安
く
う

ち

　

と
け

て

話

し

あ
う

）

で

あ
っ

た

こ

と
。

嫐

　
王
文
度
（

王

担
之
）

の

弟
の

阿

智
は

、

悪
し

く

し

て

乃
ち

翅

な

　

ら

ず
。

年
長
ず
る
に

当
た

る

も
、

人

の

与
に

婚
す

る

無

し
。

孫
興

　

公
（

孫

綽
）

に
一

女

有
り

。

亦

た

辟
錯
に

し

て
、

又

た

嫁
娶
の

理

　

無
し

。

因

り

て

文
度
に

詣
り

、

阿
智
を
見
ん

こ

と

を
求
む

。

既
に

　

見
て
、

便

ち

陽
り

て

言
ふ
、

此
れ

定
め

て

可
な
り

。

殊
に

人
の

伝

　
ふ

所
の

如

く

な
ら
ず

。

那

ぞ

今
に

至
る

ま
で

未

だ

婚
す
る

処

有

ら

　

ざ
る

を

得
ん

。

我
に
一

女

有

り
、

乃
ち

悪
し

か

ら

ず
。

但
だ

我
は

　

寒
士

に

し

て
、

宜

し

く

卿

と

計
る
べ

か

ら

ざ
る

も
、

阿

智

を

し

て

　

之

を
娶

ら

し

め

ん

と

欲

す

と
。

文
度
は

欣
然
と

し

て

藍
田
（

父
の

　

王
述
）

に

啓
し

て

云

ふ
、

興
公

向
に

来
た

り
て
、

忽
ち

言
ふ
、

阿

　

智
と

婚
せ

ん

と

欲
す

と．．

藍
田

は

驚
喜
す

。

既

に

婚
を
成
せ

ば
、

　

女
の

頑
囂
な
る

は

阿
智
よ
り

過
ぎ

ん

と

す
。

方
め

て

興

公
の

詐
り

　

な
る

を
知

れ

り
。

（

『

世
説
新
語
』

仮
譎
）

　

　

娘

の

「

頑
囂
」

　（

頑
固

で

愚
鈍
）

さ

を
お

し

隠
し
、

言
葉
巧
み

　
に

王

家
を
だ

ま

し

て

結
婚
に

も

ち
こ

ん

だ

ヱ

と
。

ゆ

　
孫

興
公
（

孫
綽
）

は

陵
公
（

庚
亮
）

の

誄
を
作
る

に
、

文
に

は

　
託

寄
の

辞
多
し

。

既

に

成

る

や
、

庚
道
恩
（

庚
亮
の

子
）

に

示

す
。

　

庚
は

見

て
、

慨
然
と

し
て

之
を
送
り

還
し

て

曰
は

く
、

先
君
と

君

　
と

は
、

自
ら

此
に

至
ら
ず

と
。

（
『

世
説
新

語
』

方

正
）

　

　
亡

き

父

と

孫
綽
と
の

関
係
は
、

孫
綽
が
い

う
ほ

ど

「

託
寄
」
（

心

　

　
を

寄
せ

あ
う
こ

と
）

の

間
柄
で

は

な
い

と

否
定
さ

れ

た

こ

と
。

個

　
孫

長

楽
（

孫
綽
）

は

王

長
史
（

王

濛
）

の

誄
を
作
り

て

云
ふ
、

　
余

と

夫

子
と
は

、

交
り

は

勢
利
に

非

ず
、

心
は

猶
ほ

澄
水
の

ご

と

　
く

、

此
の

玄
味
を
同
じ

く
す
る

と
。

王

孝
伯
（

王

濛
の

孫
）

見

て

　
曰

は

く
、

才
士

は

不
遜
な
り

。

亡
き

祖
は

何
ぞ
此
の

人

と

同
旋
す

　
る

に

至
ら
ん

と
c

（
『

世
説
新
語
』

軽
詆
）

　

　
亡

き

祖
父
と

孫
綽
と
の

関
係
は
、

孫
綽
が
い

う
ほ

ど
の

間

柄
で

　

　
は

な
く

、

孫
綽
を
「

不

遜
」

　
（

従
順
で

な
い

こ

と
）

と

き

め
つ

　

　
け

て

い

る

こ

と
。

 

　
桓
公
（

桓
温
）

は

都
を
遷
し

て

以

っ

て

拓
定
の

業
を
張
ら

ん

と

　
欲

す
。

孫
長
楽
（

孫

綽
）

上
表
し
て

諫
む

る
に

、

此
の

議
は

甚
だ

　
理

有
り

。

桓
は

表
を
見
て

心

服
す
る

も
、

其
の

異
を
為
す

を
忿
り

、

　
人

を
し

て

意
を
孫
に

致
さ

し

め

て

云
ふ
、

君
は

何
ぞ
遂
初
の

賦
を

　

尋
ね

ず

し

て
、

疆
ひ
て

人

の

家
国
の

事
を
知
る
や

と
。

（
『

世

説
新

　
語
』

軽
詆
）

　

　
「

遂
初
の

賦
」

で
は

止

足
の

分
（

欲

望
を
棄
て

て

自

分
の

分
に

　

　
安
ん

じ

る

こ

と
）

を
説
き

な
が

ら
、

　
「

人
の

家
国
の

事
」

　
へ

他
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人
の

国
家
経
営
）

に

干

渉
す

る

こ

と
。

　
B
　
「

才
藻
」

の

面

　

「

才
藻
」

を
、

ア
、

孫

綽
の

詩

文
が

ど

の

よ

う
に

評
価
さ
れ

た

か
、

イ
、

老
荘
へ

の

傾
倒
が

ど
の

よ

う
に

評

価
さ

れ

て

い

た

か
、

ウ
、

他

人
の

文
章
を
ど

の

よ

う
に

批
評
し

て

い

た

か
、

エ
、

他
の

人

物
を
ど

の

よ

う
に

批

評

し

て

い

た

か
、

の

四
つ

に

分
け

て

具

体
化
す
る

。

　
ア

　
詩
文
の

評
価

コ
　

綽
は

博
く
経
史
に

渉
り

、

文
を
属
す

る

に

長
ず

。

許
誨
と

倶
に

　
俗
を
負
ふ

の

談
有
り

。

（
『

世

説
新
語
』

品

藻
注
引
宋
明
帝

『

文
章

　
志
』

）

　
　
「

経
史
」

　（

経
書
と

史
書
）

に

通
じ
、

　
「

文
」

を
書
く
の

に

す

　
　
ぐ
れ

、

　
「

俗

を
負
ふ

の

談
」

　
（

超
俗
の

談
論
）

に

得
意
で

あ
っ

　
　
た

と

さ

れ

た
こ

と
。

尠

　

詢
・

綽
は

竝
び
に
一

時
の

文
宗
為
り

。

此
れ

自
り

作
者
は

悉
く

　
之

を
体
す

。

（

『

世

説
新
語
』

文
学
注
所
引

『

続
晋
陽

秋
』

）

　
　
当

時
の

文
壇
の

中
心

的
存
在
で

あ
っ

た

と

さ

れ

た

こ

と
。

3ー

　
孫

興
公
（

孫

綽
）

・

許
玄
度

（

許
詢
）

は

共
に

自
楼
亭
に

在
り

　
て

、

共
に

先
往
の

名
達

を
商
略

す
。

林
公
（

支

遁
）

既

に

関
す
る

　
所
に

非
ず

。

聴
き

訖
り

て

云

ふ
、

二

賢
は

故

よ

り

オ

情
有
り

と
。

　
（

『

世

説
新
語
』

賞
誉
）

　
　
時
の

仏

僧

支
遁
か

ら

「

才
情
」

　
（

才
智
と

情
趣
〕

あ

り

と

称
さ

　
　
れ

た

こ

と
。

牛

　
支
道

林
（

支
遁
）

　

孫
興

公
（

孫
綽
）

に

問

ふ
、

君

は

許

掾
に

　
何
如

と
。

孫
曰
は

く
、

高

情
遠
致
は

、

弟
子
早
に

已
に

服
膺
せ

り
。

　
一

吟
一

詠
は

、

許
将
に

北
面
せ

ん

と

す
と

。

　
　

コ

吟
一

詠
」

　
（

詩
歌

を
作
る

こ

と
）

で

は
、

許
詢
よ
り

す
ぐ

　
　
れ

て

い

る

と
自
認

し

て

い

る

こ

と
。

個

　
時
に

于
い

て
、

才
筆
の

士

は
、

綽
を
其
の

冠

と

為
す

。

　
（

『

文

　
選
』

巻
一

一

孫
綽
「

遊
天
台
山

賦
」

注
所
引
何

法
成

畿
晋
中
興

書
』

）

　
　
当

時
の

文
筆
家
は

、

孫

綽
を
第
一

人
者
と

評
価
し

た
こ

と
。

　
イ

　
老

荘
の

評
価

山

　
孫

綽
は

遂
初
を
賦
す

や
、

室

を
賦
川
に

築
く

。

自
ら

言
ふ

、

止

　
足
の

分

を
見
た

り

と
。

斎

前
に
一

株
の

松
を
種
ゑ

、

恒
に

自

手
ら

　
之
を

壅
治
す

。

高
世
遠
（

高
柔
）

時
に

亦
た

螂
居
す

。

孫
に

語
り

　
て

曰

は

く
、

松
樹
子
は

楚
楚
と
し

て

憐
む
べ

か

ら

ざ
る

に

非

ざ
る

　
も
、

但

だ

永
く
棟
梁
の

用

無

き

耳
と

。

孫
曰
は

く
、

楓

柳
は

合
抱

　
な

り

と

雖
も

、

亦
た

何
ぞ

施
す
所
あ
ら

ん

と
。

（
『

世

説
新

語
』

言

　
語
）

　
　
「

止
兄
之

分
一

（

欲
望
を
棄
て

自
分
の

分
に

安
ん

じ

る

こ

と
）

　
　
を
わ

き

ま

え

て

い

た

こ

と
。

 

　
遂

初
の

賦
の

叙
に

曰
は

く
、

余
は

少
く

し
て

老

荘
の

道

を

慕
ひ
、

　
其
の

風

流
を
仰
ぐ
こ

と

久

し
。

却
き

て

於
陵
の

賢

妻
の

言
に

感
じ
、

　
張

然

と

し

て

之

を
悟
る

。

乃

ち
東
山
に

経
始
し
、

五

畝
の

宅

を
建

　
つ

。

長

阜

を
帯
び

、

茂
林
に

倚
る

は
、

華
幕
に

坐

し

鍾

鼓

を

撃
っ

　
者
に

孰
与
れ

そ
や

。

年
を
同
じ

く

し

て

其
の

楽
し

み

を
語

ら

ん

や

　
と

。

（
『

世

説
新
語

セ
ゴ 、
口

語

注
）
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「

老
荘
之
道
」

　
（

無

為
自
然
の

道
）

を
慕
い

続
け

て

い

る

こ

と
。

嚠

　
万
集
に

は
、

四

隠
四

顕

を
叙
し
、

八

賢
為
る
の

論

を

載
す
．．

漁

　
父
・

屈
原
・

季
主
・

賈
誼
・

楚
老
・

聾

勝
・

孫

登
・

岱
康
を
謂
ふ

　
な
り

。

其
の

旨
は

処
る

者
を
以
っ

て

優
れ

り

と

為
し
、

出
つ

る

者

　
を
劣
れ
り

と

為
す

。

孫
綽

は

之
を
難
ず

。

以
っ

て

玄

を

体
し

遠
を

　
識
る

者
は
、

出
処
す
る

も

帰
を
同

じ

く

す

と

謂
ふ

。

文

多
け

れ

ば

　
載
せ

ず
。

（
『

世

説
新
語
』

言
語

注
）

　

　
出
仕
す

る

老
は

優、

出
仕
せ

ぬ

者
は

劣
と

す

る

謝
万
の

八

賢
論

　

　
に

対

し

て
、

孫

綽
は

出
仕
す

る

せ

ぬ

に

関

係
な

く
、

　
「

玄

を
体

　

　
し

遠
を
識

る
」

　（

玄
遠
を

体
得

し

知

る
）

こ

と
こ

そ

が

大
切

で

　

　
あ

る

と

す

る

こ

と
。

催

　
世
に

称
す

ら

く
、

孫
（

孫

綽
）

・

許
（

許
詢
）

は
、

彌
≧

恬
淡

　
の

詞

を

善
く

す

と
。

（
『

詩
品
』

巻

下
）

　

　
孫

綽
は

許

詢
と

と

も
に

、

　
「

恬

淡

之

詞
」

　（

無
欲
の

言
葉
）

に

　

　
巧

み

で

あ
っ

た
こ

と
。

　
ウ

　
文
章
批

評

ω

　
孫
興
公

（

孫
綽
）

云
ふ

、

潘
（

岳
〉

の

文
は

爛
な

る

こ

と

錦
を

　
披
る

が

若
く

、

処
と
し

て

善
か

ら

ざ

る

は

無

し
。

陸
（

機
）

の

文

　
は

沙
を
排
け

て

金
を
簡
ぶ

が

若
く

、

往
往
に

し

て

宝

を
見
る

と
良

　
（
『

世
説
新
語
』

文
学
）

　
西
晋
の

詩
人

潘
岳
と

陸
機
を
比

較
し

て
、

そ
れ

ぞ

れ
の

文
章
の

　

　
巧
み

さ

を
賛
え

て

い

る

こ

と
。

嚠

　
孫
興
公
（

孫
綽
）

云
ふ

、

潘
（

岳
）

の

文
は

浅
く

し

て

浄
し

。

　
陸
（

機
）

の

文
は

深
く
し

て

蕪
し

と
。

（

「

世
説
新
語
』

文
学
）

　

　
b
と

同
様
に

潘
岳
と

陸
機
を
比

較
し

て
、

そ
れ

ぞ

れ

の

文
章
の

　

　
長

短

を
批
評

し

て

い

る

こ

と
。

融

　
孫
興

公
（

孫

綽
）

道
ふ

、

曹
輔
佐
（

曹
眦
）

の

才

は
、

白
地
の

　
明

光

錦
も

て

裁
ち

て

負
版
の

袴

を
為
る

が

如

し
。

文
采
無
き

に

非

　
ざ

る

も
、

酷

だ

裁
製
無
し

と
。

（

『

世
説
新
語
』

言
語
）

　

　
東
晋
の

詩
人

曹
眦
の

文
才

を
、

　
「

文
采
」

　
（

あ
や

模
様
）

は

あ

　

　
る

が
、

　
「

裁
製
」

　
（

織
り

方
）

を
知

ら
ぬ

と
評
し

て

い

る

こ

と
。

 

　
孫

興
公
（

孫

綽
）

　

庚
公

（

貭
亮
）

の

参
軍
と
為
る

や
、

共
に

　
白
石

山
に

遊

ぶ
。

衛
君

長

（

衛

永
）

も
坐

に

在
り

。

孫
曰
は

く
、

　
此
の

子

は

神
情
都
て

山

水
に

関

ら
ざ

る

も
、

能
く
文
を
作
る

と
。

　
庚
公

曰
は

く
、

衛
の

風

韻
は

、

卿

諸
人

に

及

ば

ず
と

雖
も

、

傾

倒

　
す

る

処

は

亦

た

近
か

ら

ず
と

。

孫

は

遂
に

此
の

言
に

沐
浴
す

。

　
（

『

世

説
新

語
』

賞
誉
）

　

　
東
晋
の

詩
人

衛

永
は

「

山

水
」

に

は

関

心

を
示
さ

ぬ

が
、

文
章

　

　
能

力
が

あ

る

と

評

価
し

て

い

る

こ

と
。

　
工

　
人

物

批

評

m
　
謝
公
（

謝

安
）

云
ふ

、

林
公

（

支
遁
）

の

双

眼
を
見

る

に
、

黯

　
黯
と

し

て

明

黒

し

と
。

孫
興

公
（

孫

綽
）

は

林
公
を
見

る

に
、

稜

　
稜
と

し

て

其
の

爽
を

露
は

す

と。、

（

『

世

説
新
語
』

容

止
）

　

　
東
晋
の

仏

僧

支
遁

を
、

　
「

稜

稜
」

　
〔

威

厳
の

あ

る

さ

ま
）

と

し

　

　
て

、

　
「

其
の

爽
を

露
は

す
」

　
（

抜
群
の

聡
明

さ

を

持
し

て

い

る
）

　

　
と

評

価

し

て

い

る

こ

と
。
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王

文
度

（

王
坦
之
）

は

西
州
に

在
り

て
、

林
法

師

（

支
逶
）

と

　

講
ぜ

し

と

き
、

韓
（

韓
伯
〉

・

孫
（

孫
綽
）

の

諸

入

並

び

に

坐
に

　

在

り
。

林
公

（

支
遁
）

の

理

は

毎
に

小
し

く
屈

せ

ん

と

す
。

孫

興

　

公
（

孫
綽
）

曰
は

く
、

法
師

は
A7

日
、

弊
絮
を
箸
て

、

荊
棘
の

中

　
に

在

る

が

如

し
。

触
地
挂
閾
す

と
。

（

『

世
説
新
語
』

排

調
）

　

　
m
と

同
じ

支
遁
の

論
理
の

ぐ
ら
つ

く
さ

ま

を
、

　
「

弊
絮
」

　
（

破

　

　
れ

た

綿
入

れ
）

を
着
て

、

　
「

荊
棘
」

　
（

雑
草
）

の

中
に

い

る

よ

　

　
う

だ

と

厳
し

く
評
価
し

て

い

る

こ

と
。

…

…

　
会
稽
の

孔
沈
・

魏
顕
・

虞

球
・

虞

存
・

謝

奉
は

、

並

な
是

れ

四

　

族
の

儁
に

し

て
、

時
に

于
け

る

の

桀
な
り

。

孫

興
公
（

孫
綽
）

は

　

之
を

目
し

て

曰
は

く
、

沈
は

孔
家
の

金
為
り

、

頻
は

魏
家
の

玉

為

　
り

。

虞
は

長

（

麌

存
）

・

琳
（

虞

球
）

を
宗
と

為

し
、

謝
は

弘
道

　
（

謝

奉
）

に

伏
と

為
る

と
。

〔

『

世
説
新
語
』

賞
誉
）

　

　
孔
・

魏
・

虞
・

謝
の

会
稽
四

族
の

俊
才

を
、

句

を

整

え
、

句
末

　

　
に

「

金
」

「

玉
」

「

宗
」

「

伏
」

を
置
い

て

批
評
し
て

い

る
こ

と
。

凶

　
撫
軍
〔

司

馬
豊
）

は

孫
興

公
（

孫

綽
）

に

間
ふ
、

劉

真
長
（

劉

　

懐
）

は

何
如
と

。

曰

は

く
、

清

蔚
に

し
て

簡
令
な

り

と
、

王
仲
祖

　
（

王
濛
）

は

何
如

と
。

曰

は

く
、

温

潤
に

し

て

恬
和
な
り

と
、

桓

　

温
は

何
如

と
。

曰
は

く
、

高

爽
に

し

て

邁
出
せ

り

と
。

謝
仁

祖
（
謝

　
尚
）

は

何
如
と

。

清
易
に

し
て

令
達
な
り

と
。

阮

思

曠
（

阮
裕
）

　
は

何
如

と
。

曰
は

く
、

弘
潤
に

し

て

通
長
せ

り

と
．．

袁
羊
（

袁
喬
）

　
は

何
如

と
。

挑

挑
と
し

て

清
便
な
り

と
。

殷
洪
遠
（

殷
融
）

は

何

　
如

と
。

曰
は

く
、

遠
く

思
ひ

を
致
す
有
り

と
。

卿

自
ら
は

何
如

と

謂
へ

る

や

と
。

曰
は

く
、

下

官
の

才

能
の

経
る

所

は
、

悉
く

諸
賢

に

如

か

ず
。

時
宜

を
戡
酌

し
、

当
世

を
籠

罩
す

る
に

至

り

て

は
、

亦

た

及

ば

ざ

る

所
多
し

。

然

る
に

不

才
を
以

n 、

て
、

時
に

得
た

懐

ひ

を
玄

勝
に

託
し

、

遠
く

老

荘
を
詠
じ

、

蕭
條
と

し

て

高
奇
し
、

時
務
と

懐
ひ

を
経
ざ
る
は

、

自
ら

謂
へ

ら

く
、

此
の

心
は

与
に

は

譲
る

所
無

き

な
り

と
。

（
『

世

説
新
語
』

品
藻
）

　

東
晋

時
代
の

「

風

流
人
」

七
人

を
批
評
し
、

最
後
に

孫
綽
自
身

　
を

批

評

し

て

い

る
こ

と
。

七
人
に

対
す
る

評
語
は

異
な
る

が
、

　

「

風

流
人
」

と

し

て

の

素
質
を亠
咼

く
評
価
す

る

意
味
に

お

い

て

　
は
、

そ
の

方
向
性
は

帰
を
一

に

す
る

。

孫

綽
み

ず
か

ら
に

つ

い

　
て

は
、

　
「

才
能
」

お

よ

び
「

時
宜
を
斟
酌
」

（

時
の

都
合
を
考
え

　
る
）

し
、

　
「

当
世
を
籠
罩
」

　
（

今
の

世
を
治
め

る
）

す
る

点
で

　
は
、

　
「

諸

賢
」

　（

七
人
）

に

は

及
ば
ぬ

が
、

　
「

懐
ひ

を
玄
勝
に

　
託
」

　（

心

を
玄
奥
の

世
界
に

寄
せ

る
）

し
、

「

遠
く
老
荘
を
詠
」

　
（

心

遠
く

老
子
や

荘
子

を
誦
ん

じ

る
）

じ
、

　
「

蕭
條
と

し

て

高

　
寄
」

　
（

心

静
か

に

高
き

世
界
に

身
を
寄
せ

る
）

し
、

　
「

時
務
と

　
懐
ひ

を
経
ず
」

　
（

世
俗
の

務
め

に

心

を
煩
わ

さ

な
い
）

と

い

う

　
点
で

は
、

　
「

譲
る

所
無

き

な
り

」

　
（

だ

れ
に

も

劣
る

も
の

で

は

　
な
い

）

と

評
し

、

自

分

も

七

人

に

勝

る

と

も

劣
ら
ぬ
「

風
流
人
」

　
で

あ

り
、

世
俗
に

は

無

関

心

で

あ

る
こ

と

を

力

説

す

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

平
成一
兀

任
−、

八

月
二

五

日
）
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